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6 月定例会

○
オ
フ
セ
ッ
ト
型
ポ
テ
ト
ハ
ー

ベ
ス
タ
ー
導
入
補
助
金
（
農
業

振
興
）　　
　

　
　
　
　
　
　

１
千
２
百
万
円

　

馬
鈴
薯
の
収
穫
作
業
に
は
多

く
の
労
働
力
と
時
間
を
要
す
る

た
め
、
作
付
け
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
高
性
能
の
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
の
普
及
に
よ
り
作
付
け
面

積
の
拡
大
を
は
か
り
ま
す
。

事
業
実
施
期
間

　
　

平
成
24
〜
28
年
度
（
５
年
）

導
入
計
画

　
　

年
間
６
台　

合
計
30
台

助
成
額

　
　

１
台
当
た
り
２
百
万
円

○
全
自
動
乗
用
野
菜
移
植
機
導

入
補
助
金
（
農
業
振
興
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　

２
百
47
万
円

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
け
振
興
と

作
業
効
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
生
乳
生
産
性
向
上
対
策
事
業

助
成
金
（
農
業
振
興
）

　
　
　
　
　
　
　

４
百
67
万
円

　

カ
ビ
毒
に
よ
る
乳
牛
の
健
康

被
害
を
防
止
し
て
、
生
乳
生
産

平
成
24
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
８
日
に
開
会
し
て
一
般
会
計
補

正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
査
し
、
全
議
案
原

案
通
り
可
決
し
（
反
対
者
な
し
）
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

鹿追町の主力作物の馬鈴薯の花

条　
　

例

環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
基
金
の
設
置

　

鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

（
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）
は
平

成
19
年
10
月
よ
り
稼
働
し
、
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
２
万
８
千
ト
ン
の
消
化

液
を
散
布
し
て
お
り
、
発
電
は

２
百
15
万
kwh
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
取
り
を

７
月
１
日
か
ら
開
始
し
、
新
設

と
既
設
の
電
力
施
設
か
ら
の
買

取
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
環
境
保

全
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
収
支
は

補
正
予
算
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■エネルギー政策の転換が避けられない。鹿追でもっと電気が自給出
来るといいね。つぶやき

良
好
で
あ
り
剰
余
金
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
す
。　

　

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
基
金
条

例
の
制
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

農
業
全
般
の
振
興
を
目
的
と
す

る
農
業
振
興
基
金
に
積
み
立
て

て
い
た
剰
余
金
を
条
例
に
従
い
、

鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
基

金
と
し
て
適
正
に
管
理
運
用
を

行
う
も
の
で
す
。

決
算
剰
余
金

平
成
19
年
度
〜
22
年
度

　
　
　
　
　

２
千
４
百
71
万
円

　
　
　
（
農
業
振
興
基
金
積
立
）

平
成
23
年
度
決
算
剰
余
金

　
　
　
　
　

２
千
９
百
44
万
円

基
金
費
積
立
金

　
　
　
　
　

５
千
４
百
15
万
円

　

ま
た
、
鹿
追
町
の
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
取
り
組
み
は
各

方
面
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
環
境
保

全
セ
ン
タ
ー
は
、
年
間
１
千
人

の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
瓜
幕
地
区
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
関
連
予
定
地
取
得
費

　
　
　
　
　
　
　

１
百
48
万
円

○
廃
屋
解
体
撤
去
事
業
補
助
金

（
町
民
生
活
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
百
万
円

　

景
観
保
持
や
生
活
環
境
の
整

備
、
犯
罪
や
災
害
の
未
然
防
止

を
図
る
た
め
、
廃
屋
の
解
体
撤

去
費
用
が
50
万
円
を
限
度
に
補

助
さ
れ
ま
す
。

○
旧
西
原
施
設
の
修
繕
（
施
設

管
理
）

　
　
　
　
　
　
　

２
百
57
万
円

　

北
瓜
幕
に
あ
る
旧
西
原
施
設

の
宿
泊
ロ
ッ
ジ
を
修
繕
し
て
、

都
市
や
震
災
被
災
地
の
子
ど
も

受
け
入
れ
な
ど
で
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

○
柏
木
区
児
童
公
園
整
備
（
公

園
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　

５
百
60
万
円

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
で
児
童
公
園
を
整
備
し
ま

す
。

○
子
ど
も
宿
泊
体
験
交
流
補
助

金
（
企
画
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
百
万
円

　

都
市
や
被
災
地
の
子
ど
も
の

受
け
入
れ
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
５
月
大
雨
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　

２
千
85
万
円

意 

見 

書　

陳　

情

提
出
者　

国
土
交
通
労
働
組
合
北
海
道
航
空
支
部
紋
別
分
会

　
　
　

執
行
委
員
長　

桐
生　

寛
則

基
地
対
策
予
算
の

　
　
　

増
額
を
求
め
る

　

基
地
関
係
市
町
村
は
、
基
地

所
在
に
伴
う
特
殊
な
財
政
需
要

の
増
大
等
に
よ
り
、
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

総
務
省
所
管
の
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
は
、
平
成
元

年
以
降
３
年
毎
に
増
額
さ
れ
て

き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
平
成
25

年
度
予
算
に
お
い
て
増
額
す
る

と
と
も
に
、
基
地
対
象
資
産
の

拡
大
と
、
基
地
周
辺
対
策
経
費

の
所
要
額
の
確
保
、
補
助
対
象

施
設
・
範
囲
の
拡
大
等
、
適
用

基
準
の
更
な
る
緩
和
を
求
め
る

も
の
で
す
。　

　

意
見
書
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
、
衆
参
両
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ

め
関
係
大
臣
に
提
出
し
ま
し

た
。

住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え

る
交
通
運
輸
行
政
の
充
実
を
求
め
る

基
地
対
策
特
別
委
員
会
提
案

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
提
案

　

震
災
復
興
と
被
災
地
対
策
を

は
じ
め
、

住
民
の
安
全
・
安

心
な
交
通
運
輸
を
国
が
直
接
実

施
す
る
こ
と

住
民
の
た
め
の

交
通
運
輸
行
政
確
立
の
た
め
地

方
運
輸
局
、
支
局
の
充
実
等
の

住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
交
通
運
輸
行
政
の
充

実
を
求
め
る
陳
情
を
採
択
し
ま

し
た
。

　

意
見
書
と
し
て
衆
参
両
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め

関
係
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

推　

薦

人
権
擁
護
委
員
に
大
前
眞
優

子
氏
を
推
薦

　

西
科
隆
氏
の
後
任
の
人
権
擁

護
委
員
に
大
前
眞
優
子
氏
（
緑

町
２
）
の
推
薦
（
新
任
）
提
案

が
あ
り
、
こ
れ
を
適
任
と
し
ま

し
た
。　

　

５
月
３
〜
４
日
の
大
雨
は
140

ミ
リ
を
超
え
道
路
や
畑
に
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
土
木
施
設
災

害
や
農
業
関
係
の
復
旧
は
50
件

に
の
ぼ
り
ま
す
。

１
億
１
千
８
百
90
万
円
を
追

加
し
、
一
般
会
計
の
予
算
総

額
を
58
億
７
千
３
百
90
万
円

と
し
ま
し
た
。

以
上
の
視
察
が
あ
る
な
ど
、
将

来
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

可
能
性
に
全
国
の
自
治
体
な
ど

か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。



町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

水資源の確保と水源周辺の土地利用につ
いていてていてて

一般質問

狩野　正雄議員

（
質
問
）

　

全
て
の
生
命
の
源
で
あ
る

水
は
、
私
た
ち
が
安
全
で
安

心
な
生
活
を
営
み
農
業
や
観

光
な
ど
の
産
業
が
健
全
に
発

展
し
て
い
く
大
切
な
資
源
で

あ
る
。

　

道
の
制
定
し
た
「
北
海
道

水
資
源
保
全
条
例
」
は
地
域

の
特
性
に
よ
り
推
進
す
る
と 狩野正雄議員

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

海
外
資
本
に
よ
る
大
規

模
な
森
林
の
取
得
状
況
は

さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
簡
易
水
道
の
水
源
は

地
下
水
を
利
用
し
て
い
る

が
、
近
年
山
林
が
伐
採
さ
れ

た
ま
ま
原
野
状
態
の
土
地
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
森
林

の
減
少
は
保
水
力
や
水
質
な

ど
へ
の
影
響
も
あ
る
。
更
に
、

水
源
周
辺
の
土
地
が
外
国
資

本
に
よ
り
目
的
不
明
の
売
買

も
あ
る
と
聞
く
。

　

道
内
に
お
け
る
海
外
資
本

等
の
取
得
状
況
は
。

加納　茂議員

飯沼新吾議員

原発停止による節電の要請、町の対応は？

加納　茂議員
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今後の然別川を活かした町づくりについて

飯沼　新吾議員

３
人
の
議
員
が
一
般
質
問

QA
住民生活

水
資
源
の
保
全

つぶやき

QA
町づくり

然し
か
り
べ
つ
が
わ

別
川
の
活
用

Q

A

住
民
生
活

節電対策は

１
千
39
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
中

国
、
イ
ギ
リ
ス
、
マ
レ
ー
シ

ア
等
に
よ
る
取
得
で
、
目
的

は
資
産
保
有
や
販
売
を
目
的

と
し
て
い
る
。

必
要
な
措
置
を
行
う

（
質
問
）

　

然
別
川
は
昭
和
56
年
の
台

風
12
号
の
災
害
が
あ
り
、
膨

大
な
費
用
と
時
間
を
か
け
修

復
を
し
た
。
災
害
か
ら
守
る

こ
と
が
で
き
る
川
と
な
っ
た

が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
め

に
な
り
、
自
然
が
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
町

民
の
協
力
、
町
・
道
の
事
業

に
よ
り
憩
い
の
川
と
し
て
よ

み
が
え
っ
て
き
た
。


今
後
の
然
別
川
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
は
、


鮭
の
稚
魚
の
放
流
は
、


２
度
の
清
流
日
本
一
の
看

板
設
置
は
、
以
上
３
点
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

治
水
に
取
り
組
む
一
方
、

利
水
と
し
て
今
ま
で
取
り
組

ん
だ
こ
と
の
継
続
の
ほ
か
、

全
道
一
長
い
桜
並
木
、
化
粧

柳
の
群
生
地
の
活
用
、
現
在

造
成
中
の
鹿
追
農
芸
公
園
整

備
と
一
体
化
し
た
活
用
を
検

討
す
る
。
ま
た
、
笹
川
橋
か

ら
鹿
追
橋
ま
で
の
堤
防
を
一

般
車
両
が
通
行
可
能
に
な
る

よ
う
、
管
理
者
で
あ
る
北
海

道
へ
の
要
望
を
継
続
す
る
。

　

鮭
の
稚
魚
の
放
流
は
、
魚

道
の
整
備
や
他
の
魚
種
も
含

め
、
放
流
の
自
然
体
系
へ
の

影
響
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

調
査
し
検
討
す
る
。
清
流

日
本
一
は
検
証
が
必
要
で
あ

り
、看
板
設
置
に
つ
い
て
も
、

慎
重
に
検
討
す
る
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

総
合
的
に
然
別
川
の
活
用

を
検
討
す
る
必
要
性
か
ら

も
、
団
体
の
立
ち
上
げ
に
関

し
て
は
十
二
分
検
討
す
る
。

必
要
な
対
応
を
考
え
る

（
質
問
）

　

今
年
以
降
の
節
電
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
電

機
の
対
応
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

庁
舎
内
で
の
節
電
、
計
画

停
電
に
対
応
出
来
る
よ
う
、

サ
マ
ー
タ
イ
ム
（
朝
７
時
30

分
〜
約
半
数
の
職
員
）
も
取

り
入
れ
大
き
な
支
障
の
出
な

い
よ
う
進
め
て
い
く
。
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
を
行

い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
の
町
づ
く
り
を
進
め
た

い
。

ば
７
％
の
節
電
目
標
達
成
可

能
だ
が
経
済
の
状
況
を
維
持

す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
国

策
と
し
て
新
し
い
電
力
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
の
鹿
追
の
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
発
電
は
３
百
ｋ

ｗ
、90
％
位
で
動
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
計
画
し
て
い
る
プ

ラ
ン
ト
は
１
メ
ガ
ワ
ッ
ト

（
１
千
ｋ
ｗ
）
の
出
力
を
持

つ
発
電
機
を
設
置
し
た
い
。

　

環
境
問
題
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
創
出
・
消
化
液
の
肥
料
も

あ
る
。
に
お
い
対
策
に
も
な

る
。発
送
電
分
離
に
よ
っ
て
、

地
方
で
起
き
た
電
力
は
地
方

で
使
え
る
考
え
方
も
必
要
と

な
る
。

計画停電に対応出来るよう進める

（
質
問
）

　

原
野
と
な
っ
て
い
る
土
地

に
対
し
て
、
水
源
か
ん
養
保

安
林
制
度
の
活
用
は
。

役場庁舎の節電の取り組み

水源かん養保安林トウマベツ林道周辺

（
質
問
）

　

３
・
１１
の
事
故
以
来
、
国

内
す
べ
て
の
原
発
が
停
止
し

て
お
り
電
力
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
本
町
で
の
７
％

の
節
電
目
標
達
成
が
可
能
か

疑
問
に
感
ず
る
。

　

公
共
施
設
・
各
家
庭
で
の

節
電
の
方
法
と
周
知
の
対
応

は
。

■議会インターネット中継が始まる。いろんな年代の人に関心を持ってもら
えるといい。

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

あ
ら
ゆ
る
電
気
器
具
を
止

め
て
生
活
レ
ベ
ル
を
下
げ
れ

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

水
源
か
ん
養
保
安
林
に

は
雨
水
を
蓄
え
、
ゆ
っ
く

り
と
川
に
流
す
こ
と
で
洪

水
や
渇
水
を
防
止
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
１
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
流
域

指
定
で
木
が
植
生
し
て
い

な
い
と
出
来
な
い
。

（
質
問
）

　

道
と
連
携
し
て
取
水
地
周

辺
を
水
資
源
保
全
地
域
に
指

（
答
弁
）
吉
田
町
長

　

簡
易
水
道
及
び
営
農
用

水
道
の
道
条
例
に
よ
る
取

水
地
周
辺
の
水
資
源
保
全

地
域
指
定
は
必
要
、
一
部

指
定
は
道
に
提
案
し
て
い

る
。
土
地
の
確
保
が
必
要

な
ら
町
が
取
得
す
る
こ
と

も
検
討
し
た
い
。

定
し
土
地
を
確
保
す
る
考
え

は
。

（
質
問
）

　

原
野
状
態
の
土
地
が
町
内

に
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
調
査

し
て
把
握
す
る
事
も
必
要
で

は
。

（
答
弁
）
桜
庭
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

農
業
委
員
会
で
畑
に
隣

接
し
て
い
る
山
林
原
野
の

確
認
調
査
を
進
め
て
い
る
。

（
質
問
）

　

然
別
川
の
活
用
に
関
す
る

検
討
委
員
会
な
ど
の
設
置
の

考
え
は
。
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６
月
21
日
（
木
）
群
馬
県
の

大
泉
町
議
会
改
革
特
別
委
員
会

（
引
間
サ
チ
子
委
員
長
）
が
来
町

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
泉
町
は
人
口
４
万
１
千
人

で
う
ち
６
千
人
ほ
ど
が
ブ
ラ
ジ

ル
な
ど
の
海
外
出
身
者
が
居
住

す
る
町
で
あ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
や
ま
ち
づ
く
り
に
議
会
の
責

任
は
重
要
と
の
認
識
か
ら
改
革

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
鹿
追
町

議
会
を
訪
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

意
見
交
換
で
は
、

１
．
ま
ち
な
か
会
議
（
議
会
報

告
会
）
の
住
民
へ
の
周
知
方
法
。

２
．
住
民
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

や
質
問
は
ど
の
よ
う
に
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
の
か
。

３
．
第
三
者
審
議
会
を
設
置
し

た
背
景
。
な
ど
色
々
な
角
度
か

議
会
改
革
に
つ
い
て
意
見
交
換

ら
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鹿
追
町
へ
の
視
察
研
修

　

議
会
基
本
条
例
が
始
ま
っ
て
一

年
、
議
会
改
革
の
取
り
組
み
や
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
、
花
と
芝
生

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
議
会
や
鹿
追

町
の
取
り
組
み
に
対
し
て
視
察
来

訪
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

○
当
別
町
議
会　

11
人
（
5/16
：
議

　

会
活
性
化
、
議
会
基
本
条
例
）

○
池
田
町
議
会　

９
人
（
6/14
：
議

　

会
改
革
）

○
群
馬
県
大
泉
町
議
会　

19
人　

　
（
6/21
：
議
会
基
本
条
例
・
議
会

　

改
革
）

○
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会　

７
人

　
（
7/3
：
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）

○
滋
賀
県
草
津
市
議
会　

５
人　

　
（
7/12
：
花
の
ま
ち
づ
く
り
）

○
名
寄
市
議
会　

10
人
（
7/18
：
バ

　

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）

○
標
茶
町
議
会　
人
数
未
定

（
8/9
：
バ

　

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）

○
福
島
県
議
会　
人
数
未
定

（
8/22
：
バ

　

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）

○
大
空
町
議
会　

５
人
（
8/24
：
議

　

会
広
報
広
聴
）  　
　

　

鹿
追
町
の
み
な
さ
ん
こ
ん

に
ち
は
。

　

６
月
21
日
、
議
会
を
視
察

研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

町
民
の
意
見
を
充
分
に
取

り
入
れ
、
協
議
を
重
ね
な
が

ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
議
会
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
大
な
原
野
に
馬
鈴
薯
の

花
が
か
わ
い
く
咲
き
、
北
キ

ツ
ネ
が
道
路
に
現
れ
た
時
の

感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昼
食
の
蕎
麦
は
大

変
美
味
で
し
た
。

　

町
民
と
町
議
会
が
一
体
と

な
り
、
更
な
る
町
づ
く
り
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

群馬県大泉町議会群馬県大泉町議会

引間サチ子議員引間サチ子議員

（（まち会 議
かな

住民と議会を結ぶJA
鹿
追
町
常
勤
役
員
と
懇
談

明
日
の
鹿
追
農
業

を
考
え
る
。

群
馬
県
大
泉
町
議
会

と
意
見
交
換

第
三
者
審
議
会
答
申

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
は
早
期
に
整
備
を
。

　

７
月
2
日
、
町
議
会
議
員

定
数
・
報
酬
及
び
あ
り
方
等

審
議
会
（
第
三
者
審
議
会
）

の
安
藤
会
長
か
ら
埴
渕
議
長

に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
」

に
対
す
る
答
申
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

答
申
で
は
、
本
会
議
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
が
住
民

の
情
報
収
集
と
利
用
に
寄
与

す
る
こ
と
、
議
員
の
意
識
向

上
に
繋
が
り
、
最
小
限
の
経

費
で
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

早
期
の
整
備
を
図
る
べ
き
と

の
判
断
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
こ
の
結
果
を

ふ
ま
え
９
月
定
例
会
か
ら
の

配
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
お

呼
ば
れ
委
員
会
が
、
Ｊ
Ａ
鹿
追

町
の
第
三
会
議
室
に
お
い
て
６

月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
佐
藤
組
合
長
理
事
よ

り
「
近
年
に
な
い
厳
し
い
酪
農

を
取
り
巻
く
環
境
が
あ
る
が
、

出
来
秋
に
向
か
い
作
物
の
増
産

を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。
農
協
、

町
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
。
議
会
と
も
気
持
ち
を
一
つ

に
し
て
、
町
の
発
展
の
た
め
意

見
交
換
を
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
Ｊ
Ａ
よ
り
本
年
策
定

さ
れ
た
第
９
次
の
農
業
振
興
計

画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
農
業
振
興
計
画
は
、
５
年

ご
と
に
作
成
さ
れ
て
お
り
メ
イ

ン
タ
イ
ト
ル
を
「
Ｊ
Ａ
へ
の
結

集
と
耕
畜
連
携
に
よ
る
鹿
追
型

農
業
の
創
生
」
と
題
し
最
終
年

次
の
平
成
28
年
に
は
、
総
生
産

目
標
を
１
百
90
億
９
千
５
百
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

目
標
達
成
の
た
め
に
畑
作
部

門
に
お
い
て
は
、
比
較
的
高
収

益
が
望
め
る
馬
鈴
薯
の
面
積
拡

大
の
た
め
に
町
と
連
携
し
た
オ

フ
セ
ッ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
導

入
、
酪
農
部
門
に
お
い
て
は

農
協
主
導
で
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

（
牛
の
た
め
の
飼
料
を
混
合
す

る
施
設
）
を
作
り
良
質
な
混
合

飼
料
に
よ
り
生
乳
生
産
量
を
上

げ
る
な
ど
の
手
法
に
つ
い
て
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
に
移

り
Ｊ
Ａ
か
ら
町
道
北
５
線
の

整
備
に
つ
い
て
と
、
農
家
従
業

員
１
百
67
名
と
季
節
雇
用
者

２
百
73
名
が
働
い
て
お
り
、
Ｊ

Ａ
で
も
今
年
８
戸
が
入
居
で
き

る
住
宅
を
建
築
す
る
が
住
宅
の

確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
が
取
得
を
し
た
旧

西
原
環
境
の
施
設
を
農
家
繁
忙

期
に
、
派
遣
労
働
者
の
宿
泊
施

設
に
で
き
な
い
か
と
の
要
望
を

受
け
ま
し
た
。

　

農
業
が
鹿
追
町
の
基
幹
産
業

で
あ
り
、
鹿
追
町
農
業
の
発
展

無
く
し
て
町
の
発
展
が
無
い
こ

と
は
皆
が
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
と
し
て
も
現
状
を
充
分
認

識
し
、
委
員
会
の
活
動
に
あ
た

り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

群馬県大泉町議会視察研修来町

更
な
る
町
づ
く
り
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

旧西原環境の施設

JA鹿追町常勤役員との懇談 安藤会長より答申
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ス
ト
ニ
ー
プ
レ
ィ
ン
町
か
ら
の
訪
問
団

　

春
か
ら
初
夏
に
か
け
農
村
地
域

の
風
物
詩
と
な
っ
た
河
川
清
掃

が
、
行
政
区
・
農
事
組
合
等
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
者
の
み
な
ら
ず
地
域
住

民
・
自
治
会
な
ど
幅
広
い
参
加
に

よ
り
、
農
業
水
路
な
ど
の
施
設
を

長
持
ち
さ
せ
る
手
入
れ
や
自
然
環

境
を
守
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。

　

中
瓜
幕
南
班
の
皆
さ
ん
も
６
月

15
日
、
河
川
、
道
路
等
の
草
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」    

　

を
活
用
し
地
域
を
美
し
く
！

中瓜幕　大久保教夫さん

　

今
回
で
３
回
目
の
鹿
追
訪
問
に
な
り

ま
す
。
私
の
家
庭
で
も
３
度
鹿
追
町
の

人
た
ち
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
受
け
入
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ

カ
に
住
ん
で
い
る
妹
か
ら
は
、
福
島
原

発
の
事
故
が
あ
っ
て
日
本
は
放
射
能
汚

染
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
考
え
直
し
た
ほ

う
が
良
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
汚
染

地
域
と
鹿
追
町
が
離
れ
て
い
る
こ
と
も

知
っ
て
お
り
、
何
よ
り
も
鹿
追
町
の
人

た
ち
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
来
ま
し
た
。

ス町訪問団長
ジュディ・ベネット議員

　

中
瓜
幕
地
区
で
は
班
単
位
で

取
り
組
ん
で
30
年
以
上
に
な
り

ま
す
。
雑
木
や
雑
草
は
す
ぐ
に

伸
び
、
毎
年
の
こ
の
作
業
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
台
風
や
大
雨
で

排
水
路
河
川
の
重
要
性
を
改
め

て
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
お
い
議
会
だ
よ
り

  

姉
妹
都
市
の
カ
ナ
ダ
ス
ト
ニ
ー

プ
レ
ィ
ン
町
か
ら
、
交
換
留
学
生

•
友
好
訪
問
団
が
７
月
５
日
に
来

町
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
８
人
の
中•

高
生
と
４

人
の
大
人
で
構
成
さ
れ
７
月
18
日

ま
で
の
滞
在
で
町
内
施
設
、
各
学

校
訪
問
や
然
別
湖
で
行
わ
れ
た
白

蛇
姫
祭
り
の
見
学
や
管
内
、
道
内

視
察
を
行
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

ご
家
族
や
町
内
の
人
た
ち
と
の
友

好
を
深
め
ま
し
た
。


